
 

 

平 成 3 1 年 4 月 2 6 日 

気 象 庁 地 球 環 境 ・ 海 洋 部 

 

配信資料に関する技術情報 第512号 

～「２週間気温予報解説資料」の提供開始について～ 

（配信資料に関する技術情報第495号、第499号、第509号関連） 

 

 気象庁では、農業・電力をはじめとした産業界等の多様なニーズを踏まえ、幅広い分野におけ

る気候リスクの軽減と生産性向上に貢献するため、配信資料に関する技術情報第５０９号でお知

らせしたとおり、異常天候早期警戒情報に替えて、平成31年６月頃より２週間気温予報及び早期

天候情報の提供開始を計画しています。 

 この２週間気温予報及び早期天候情報の提供開始に合わせて、予報内容のポイントや予報根

拠などをわかりやすく解説するための補助資料として、「２週間気温予報解説資料」を提供いたし

ます。 

 提供開始日は、決まり次第お知らせします。 

 ２週間気温予報解説資料の概要は、下記のとおりです。 

 

 

記 

 

【２週間気温予報解説資料の概要】 

 

①ヘッダー名  Z__C_RJTD_yyyyMMddhhmmss_MET_CHT_JCIfcxx91_image.pdf 

②発表時間  毎日 1回、14時 30分頃 

③データ形式  pdf形式 

④資料の構成   

・２週間気温予報（概況） 

 向こう２週間における気温の推移の特徴や留意点について記述します。 

 

・２週間先までの天候に関する解説のポイント 

  〇気温の変化傾向と要因 

向こう２週間における気温の推移の特徴とその要因について簡潔に記述します。 

  〇大気の流れの見通し 

２週間気温予報の根拠として、数値予報資料の着目点について記述します。 

  〇前回の早期天候情報検討時の見通しとの違い 

最新の予測資料における予測結果の変化傾向について、直近の早期天候情報の検討時（原則

月、木曜日）の予測資料と比較した結果を記述します。 

 

 別紙に、２週間気温予報解説資料のサンプルを示します。 
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２週間気温予報（概況） 

 北日本の気温は、向こう２週間は平年並か低い見込みです。特に、北海道地方では、向こう１週間程

度は、強い寒気が流れ込んで気温がかなり低くなる日もある見込みです。農作物の管理などに注意して

ください。 

 東・西日本の気温は、向こう１週間は平年並か低く、かなり低くなる日もありますが、その後は気温

が高くなり、気温の変動が大きい見込みです。特に、１７日頃からは暖かい空気が流れ込んで、気温が

かなり高くなる可能性があります。農作物の管理や、積雪の多い傾斜地ではなだれに注意してください。 

 沖縄・奄美では、今後２週間は暖かい空気に覆われて気温は高く、かなり高くなる可能性もあります。

農作物の管理などに注意してください。 

 

２週間先までの天候に関する解説のポイント  

●気温の変化傾向と要因 

・北日本は、極渦の南下に関連した強い寒気の流れ込みにより向こう１週間程度は低温で、北海道地方

を中心にかなり低くなる日もある見込み。 

・東・西日本は、向こう1週間は寒気の影響で平年並か低い日が多く、低気圧の通過後は低温となる日も

ある見込み。その後は偏西風が北に蛇行し暖かい空気に覆われやすく、後半ほど高くなる見込み。 

・沖縄・奄美では、暖かい空気に覆われやすく、向こう2週間気温が高く、沖縄地方を中心にかなり高く

なる見込み。 

 

●大気の流れの見通し 

・向こう2週間、東シベリアの北極海沿岸でリッジが発達、その南にあたるオホーツク海に極渦のひとつ

が位置する状況が続く予測。850hPa気温では、北日本は2週目はじめにかけて負偏差で、週間予報資料

では目先と13～14日頃に負偏差の極大が予測されている。なお、2週目後半は偏西風の北への蛇行（次

項）により北日本でも高温偏差の予測であるが、極渦がオホーツク海付近に位置する状況は続き、北

海道のすぐ北には850hPa気温の偏差ゼロ線があり、北海道地方では高温となるか不確実で、平年並と

見込む。 

・一方、亜熱帯ジェット気流は、チベットの南で南に蛇行、日本付近で北に蛇行し、主に東日本以南の

高温に寄与する見込み。ただし、1週目は、前項の極渦の南下と関連した北からの寒気の流れ込みの影

響も重なり（低温に寄与）、東・西日本付近の気温は平年並か低くなる予測となっている。2週目は、

極渦の南下の影響が弱くなり、東日本以南では高度･温度場とも上昇する予測となっている。一方、華

南～沖縄・奄美では、亜熱帯ジェット気流の北への蛇行により、明瞭な高温偏差が続く予測。 

・海面気圧では、2週目にかけて、東シナ海の30°N付近から本州南岸が相対的に低い予測（等圧線の形状、

日本の南東海上の正偏差の極大などの偏差分布を参照）で、東日本以南では冬型の気圧配置は長続き

せず、低気圧や前線が通過しやすいことが見込まれる。 

 

●前回の早期天候情報検討時の見通しとの違い 

・大気の流れの見通しはほぼ同じ。ただし、2週目は亜熱帯ジェット気流の北への蛇行の程度が強まり、

東・西日本の高温傾向が強まった。 
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○最新の2週間気温予報は、 

 https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/twoweek/ 

を参照してください。 

 

この資料は、気象事業者等が気象庁の提供する２週間気温予報の根拠を理解するための補助資料で

あり、そのままの形で一般に提供することを想定して作成したものではありません。 

 


